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パウ夕、を作れとの粉末に M/lO第ご燐酸 y-夕、、を 酸とヂパラニトロフヱノ ル燐酸上り酵素的*解にd
加え，炭酸ソ 夕、、溶液を滴下して pH9.0とし， 30 依り遊雑ナ石フェノ-)レ及び、ベラニトロフヱノ -JレF
分間振畳浸出ナる。 を夫々穴倉法及び大森法にで*解速度を測定し描い 
ζのアセトシベウJr-浸出液は glycocyamineの た実験的 pS活性廃曲線は共に典型的の一次の S型
みを*解し， Arginine，Arginin酸，ル及び s-gu- 曲線を示し，各々 pKm1.12及び3.14とせる理論曲 
anidinopropion酸は水解しない。 線に一致じた。 
次にヂフェノーノレ憐慢がヂノfラエトロフェノ -Jレ
31.ピロ燐酸酵嚢の親和カ
燐酸を阻害ナる関係から抑制試験を行い， Michae司
医化学教室 泉谷哲夫 lis-Menten式によって間接的に求めたヂフェノ -jレ
他の燐酸酵素を杢〈合主ない百型ピロ燐酸酵素を 燐酸の pKmは1.11にして直接法とよく一致した。
34. 白鼠控周期と副署
用いれその作用速度をモリブデン酸サフラユシ法で
測定し pS活性度曲繰より pKmく3.30)を求め，又
他の諸種燐酸化合物くフヱノーノレ燐酸， s-グリセロ燐 第二生哩向島 強丸山俊夫
酸，ヂフェノ ル憐i繋，ヂフヱノー Jレピロ燐段〉の底 豆常雄性rj鼠の性周期に於ては，第 2期を発情期F
害作用かち，それら化合物とピロ燐酸酵素乏の親和 とし，その連続時間は凡そ 12時間である。予等は副
カを算出した。しかし無機燐酸の阻害はとの方法で 腎良質物質及び同髄質物質をとれ等に注射し，予め
は添加無機燐酸量に比較して*解生成される無機憐 分類，予備実験を済ませたる 3群く1群は Control)
酸量が小であるので精確に測定出来ないから Fiske司 I~就き，上記発情期の発現，持続時間等を観察した 
Subbarow法を用いピロ憐巨農水解経過を無機燐酸が るに， Adrenaline (10-4 0.1 cc宛連日 2週間投与〉
相競性阻害を示すものとして失式により求めた。 の場合は，注射開始後約1週間頃上九連続発情の
1 (1 _，2 ¥ X (1 2 ¥ 
一(:+τ7" . aln 十一(一一一"-' ¥ = ¥ a 1 Ki1-~~~ a-x I t ¥ Km KiJ 
との式の速度恒数 k と Kiくすなわち無機燐酸の 
Km)とを未知数として算出される Kiは各時間 tで
よく一致し， pKroとして表わすと 3.35となる。 
32.ペプチダ田ゼに就て
医化学教室渡辺剛夫
aI I 
験サ実ノのミゼアチ酸hp'Fp ぺ酸ナル供チ
P
にプ香ベ息 ノ酸ミレアタ'ノm P
Q U - -
町ア
安 フ
傾向を帯び換言ナるならば発情頒度となれ第2週
つ時
宇ばを頂点として次第に豆常周期像に復し，約 1ヶ
月後は全く変化が無くなあ。
又Cortisoneの場合も上記と略同様の緒果を得た
ので，設に報告ナる次第である。 
/ 
35.家君の腎排3世能と利尿の関係 
第三生哩岡田忠雄武居光典
LVの常尿正利は之等能者世著排腎るのい兎れ家さ
論
係び関及〈 て宮内'庄は血 議に兎々種家
のグリシルペプチドを合成した。
とれら基質の*解度抗J1定には，アゾ成分をH酸と
ナるヂアゾカプリシグ法に土った。同濃度の m司ア
ミノ安息香酸の墨色度に比べて， p-アさノ!安息香酸
は約 1割高<， 0司アミ/安息香酸は宇分以下，
ノフタル酸は相等しく墨色ナる。 p-アミノサリチル
酸の墨色法は上記 4種の墨色法を少しく変えて実地
した。
グリシル 0，m，pアミノ安息香肢を酵素時に水解
せしめると， m，p体の*.解はすみやかであるがo体
は非常に水解さ一れ難い。 
33.燐酸ヂ旦ス手ラーゼの親和カに就て
医化学教室黒川信雄
吉田法により純化せる燐酸ヂ、エメテラーゼ第E型
のハプヂエ品テラ ぞを用い， 基質ヂフェノ-)レ憐F
白P
U
就て，所謂排世試験の方法にたらい，クレアチニ
ェノーJレ戸yレホフタレイジ及びパラアミノ馬
尿酸負荷排?世試験を行った。実験前適量の飲水を行
ゎ，判定時間を夫々の排世蓮度に応じ 2時間， 30 
分， 20分とした。各試験共尿量 10，-，15cc /時に所謂 
“Augmentation limit"を認め，とれ以上では略々
一定の排世卒を示ナ ζ とを知った。倫内因性クレア
チユシも同様の関係を認めた。 Page高血圧家兎は
術前術後血庄の上昇をみるに関わらず，尿量が 
“Augmentation Ii.mit" 以上では相違なし正常家
，兎左同様の成績を示した。 
36.メラノホm レンホルモン分泌機序に関する
研究
第三生埋鈴木萱三，白井忠臣，倉沢和秀
トノサマ蛙を用いて背景反応及び乾牒反応時の槌
司、
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色に及ぼナアドレナリシの役割並びにその作用点を 考えられる。 3)脳下垂体前葉別出，両側副腎焼灼，
明ちかにナペ〈実験を試み次の如き結果を得た。 1) 低温時に於ける蛙のアドレナリシ感受性低下並びに
アドレナリシは乾燥時槌色にのみ関与して背景反応
時には関与しない。 2) アドレナリンは閥床下部切
断蛙を槌色せしめ得ず，亦皮膚切片の黒色素胞をも
収縮せしめ符・ぬことから，中枢性に作用するものと
背景反応治失現象は，甲状腺機能低下に基ずく閑脳
のメラノホーレシホルモシ分秘抑制中枢の興奮怯減
弱によるものであれ甲状腺製剤の連続投与により
抜復せしめ符た。
(臨床医学)
く昭和 28年 6月27日(土〉 附属病院屋階大講堂〉 
1. 舌結援の 1{.列
耳鼻咽喉科教室篠崎篤美，中村信成 
J患者 61才男
主訴は右舌縁の主主痛と腹声，患者は約1ヶ月程官ij
よD左舌識に自然痛及び会話等舌の運動による疹痛
を党えて居たが，しばらくしてその部分が硬いのに
気附き又最近暖声となった。初診時所見として耳鼻
に変化なく舌左前方縁に周聞に浸i閣を伴ふ碗豆大の 
浅い潰揚あれ喉頭は右声帯が友赤色で中等度に肥
厚し後連合附近に鋸歯状米粒大の突起物がある。舌 
潰寡よ P試験切片を取Pで鏡見ずるに多数の豆細胞 
を有する結核結節を認め石炭化は少い。明かに結核
性潰療である。胸部は両側の空洞を有ナる結核を認
めた。ストマイ注射1日19を行い 24gにより舌は
潰蕩消失し腕豆大の浸潤をふれるのみとな!1J候頭の
所見は消失した。
舌結核は稀有の疾患でその顔度，成悶，治療撃に
就き報告した。 
2. 最近の鼻結稜の4倒
耳鼻咽喉科教室市原鶴子，山崎 博
最近経験した鼻結核の 4例を報告し，各症例に各
々，テイピオシ， PAS，ストレプトマイシシ及び?-
トレプトマイシシ及び PASの併用療法を行って良
結果を得た。最近は結核に対す--3治療剤の進歩に依 
D診断の決定を第一と考え組織学的検査に依 P確定
し，早期の治療を必要ξナ-3と述べた。 
3. 本教室10年聞に於る肋膜炎の統計酷観察
石川!内科 	 杉村侍ー，砂 JI 孝， 
福永和雄，鈴木一郎，杉山甲子造，
小川金一，日々沢俊夫，小島恒教
疾患の 8.91%に当!J16年 173例より 25年 39例と
漸次減少して居る。男女別は男 453女 360{9dで年令
は15，-，30才が 71%を1J:iめ 21"，，25才が最も多い，
季節的には 3"，， 6月43%最高を示し 11"，， 1月19%
で最も少い。ヲ反応との関係は初回陽性後6ヶ月以
内に 40例中 72?台工年以内!て 95%が発病して居る。
発的時自覚症は 70% I亡発熱を見，其他胸痛，圧迫
感，咳欺，培疾，盗汗等何等あの症扶を認める。
162例につき赤沈値を見るに惨出期に1時間 50mm
以上を 80% K認め，其後期に中等度充迩を示し版
J民期に再び尤迭しID復につれ平常値に復しで居!7， 
6ヶ月以内に 85%が回復ナる。肺結核6327例中ま
が肋膜炎を経過し，惨出性は 241例中 42%が3年
以内に結節，硬化型は 3年以後の者に多〈みられ
る。特に粟粒結核にで死亡せるむ例は総て 1年以内
に発病をみている。 
4. ~参i藍出機転に関する研究，循環畠按量及び
縮鴎外液量に就て
石川内科 江畑耕作，松田 E 久，
関 克己，問中由宜，宇井 清
穆j慮出捜転に関ナる研究の一助として失の動物実
験を行った。即ち成熟雄性家兎を使用してその右胸
腔内に各種溶液を注入して強弱各種の侵襲に対ナる
循環血柴量及び細胞外液景の変動を観察した。
1) 生理的食撞水 20cc注入例では注入後循環血 
柴量に著明な変動は認められない。
2) 蒸摺水 20cc注入例では当初土 P循環血紫量
の顕著なる噌加が認められ3時間後にも存続ナる。 
3) 0.5mgヒ九五タミシ添加蒸溜水 20cc注入例で
は前者を抑制ナるが如くでるお。 
4) 5%プドー糖液 50cc注入例では循環血奨量
は当初速かに噌長し 3時間後に至り漸次減少を示ナ
石川内科に於る昭和 16~25年D年 10 問に於~特 如くであり，一方細胞外波長は当初念速に減少し以
発性肋膜炎は 813例で総患者数の 1.31%，総結核性 後減少を続け忍如くでああ。
